
妻
郡
長
野
原
町
（
利
根
川
水
系

吾
妻
川
）
に
お
い
て
建
設
中
の

洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
水
道
及
び
工
業
用

水
の
新
た
な
確
保
並
び
に
発
電

を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ
ム

で
す
。
工
期
（
完
成
予
定
年

度
）
は
平
成
31
年
度
、
建
設
に

要
す
る
費
用
の
概
算
額
は
約

５
３
２
０
億
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

事
前
に
提
出
し
た
質
問
の
回

答
を
受
け
て
、
総
務
産
業
委
員

会
視
察
研
修
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

大
田
原
市
の
学
校
給
食
の
運
営

は
　

９
月
29
日
、
栃
木
県
太
田
原

市
の
学
校
給
食
の
運
営
に
つ
い

て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

大
田
原
市
役
所
は
、
５
年
前

の
震
災
で
議
会
棟
は
残
り
ま
し

た
が
、
他
の
庁
舎
は
平
成
30
年

11
月
完
成
を
目
指
し
建
設
に
着

手
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
」
を
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
第
一
に
掲
げ
当
選
し
た

現
市
長
の
も
と
、
平
成
23
年
４

八
ッ
場
ダ
ム
の
現
状
は

　

総
務
産
業
委
員
会
は
平
成
28

年
９
月
28
日
（
水
）
12
時
30
分

に
、
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町

の
八
ッ
場
ダ
ム
の
事
務
所
に
行

き
ま
し
た
。
事
務
所
で
用
意
を

し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、

八
ッ
場
ダ
ム
事
務
所　

油
井
副

所
長
に
車
中
で
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

不
動
大
橋
か
ら
、
大
柏
木
ト

ン
ネ
ル
、
骨
材
プ
ラ
ン
ト
、
川

原
湯
（
か
わ
ら
ゆ
）
代
替
地
、

ダ
ム
左
岸
本
体
工
事
状
況
や
、

八
ッ
場
大
橋
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
か
ら
採
掘
し
た
骨
材

を
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
運
び

だ
す
こ
と
か
ら
、
大
型
ダ
ン
プ

で
運
ぶ
の
は
危
険
な
の
で
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
運
び
だ
し

て
い
ま
し
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
群
馬
県
吾

視
察
研
修

月
か
ら
学
校
給
食
の
完
全
無
料

化
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

大
震
災
で
被
災
し
少
し
遅
れ
て

始
ま
り
ま
し
た
。

無
料
化
の
事
務
は

　

給
食
費
の
無
料
化
が
３
年

前
（
平
成
24
年
10
月
）
よ
り
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
無
料
化
の

事
務
は
、
各
校
長
へ
小
学
校

月
４
２
０
０
円
、
中
学
校
月

４
９
０
０
円
の
補
助
金
を
、
年

間
４
回
に
分
け
支
給
し
、
４
回

目
で
総
額
の
調
整
を
し
て
い
ま

す
。

市
民
の
反
応
は

　

無
料
化
に
つ
い
て
市
民
の
反

応
は
、
給
食
費
分
を
食
費
や
生

活
費
、
習
い
事
や
部
活
動
に
充

て
て
い
る
事
、
保
護
者
は
「
子

育
て
支
援
の
た
め
に
、
無
料
に

な
っ
た
」
と
ほ
と
ん
ど
が
教
え

て
い
る
な
ど
、
７
４
５
人
が
自

由
意
見
を
記
載
し
、
継
続
を
望

む
声
は
４
６
２
人
で
し
た
。

　

無
料
化
に
よ
る
市
民
の
増
加

は
、
不
明
で
す
。
昨
年
７
月
に

２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

分
析
中
で
す
。

職
員
体
制
は

　

運
搬
や
調
理
の
職
員
体
制

は
、
昨
年
か
ら
民
間
委
託
し
て

い
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
一
環

で
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
に
よ

り
、
切
り
替
え
ま
し
た
。
無
料

化
に
は
、
約
３
億
円
必
要
で
し

た
。
始
め
た
年
は
、
震
災
復
興

を
優
先
し
つ
つ
も
、
職
員
や
議

員
の
給
与
等
を
減
額
し
て
生
み

出
し
、
今
は
、
減
額
を
戻
し
て
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
、
実
現

し
て
い
ま
す
。

地
場
産
の
活
用
は

　

地
場
産
農
産
物
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
今
年
か
ら
、
県
で
推

進
委
員
会
を
設
置
、
学
校
給
食

会
か
ら
調
達
し
て
い
ま
す
。

給
食
費
の
無
料
化
を
行
っ
て
い
る

大
田
原
市
に
て

山
か
ら
採
掘
し
た
骨
材

建
設
中
の
八
ツ
場
ダ
ム
本
体
工
事

⑴
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町

八
ッ
場
ダ
ム

⑵
栃
木
県
大
田
原
市

視察研修報告 ９月28、29日に２つの委員会合同で群馬県
八ツ場ダムと栃木県大田原市を視察しました。

総
務
産
業
委
員
会
・
福
祉
文
教
委
員
会

合
同
行
政
視
察
研
修
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本
委
員
会
は
、
10
月
19
日
、

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
は
、
10
月
17
日
、

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

　

軽
自
動
車
税
と
は
、
軽
自
動

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
対
し
、

所
在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

さ
れ
る
地
方
税
で
、
自
動
車
税

と
は
異
な
り
、
年
間
課
税
の
み

で
す
。
月
割
り
額
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

つ
ま
り
４
月
１
日
に
軽
自
動

車
を
購
入
し
た
場
合
や
、
４
月

２
日
に
軽
自
動
車
を
廃
車
し
た

場
合
も
、
そ
の
年
度
に
は
軽
自

動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
鳩
山
町
の
軽
自
動
車

税
は
、
平
成
27
年
度
は
、
２
７

２
７
万
１
３
０
０
円
で
あ
り
、

町
税
が
17
億
４
９
９
８
万
６
１

０
０
円
で
た
ば
こ
税
は
８
５
５

　

平
成
24
年
度
に
今
後
10
年
間

を
見
据
え
た
教
育
の
姿
「
基
本

方
針
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
５

年
経
過
し
、
平
成
33
年
度
ま
で

の
後
期
分
の
基
本
計
画
を
策
定

す
る
の
で
、
そ
の
原
案
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
基
準
額
の
算
定

方
法
と
介
護
給
付
費
準
備
基
金

残
高
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
鳩
山
松
寿
園
東
館
が

で
き
る
が
影
響
は
、
特
に
な

い
。
社
協
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

な
く
な
る
が
、
そ
の
影
響
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者
の
人
数

は
、
８
期
、
９
期
に
な
る
と
倍

増
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

介
護
保
険
料
基
準
額
を
引
き

下
げ
ら
れ
な
い
か
で
は
、
６
期

は
、
５
期
の
後
半
で
給
付
費
が

10
％
増
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の

傾
向
を
基
準
に
し
た
。
７
期
の

計
画
で
は
、
実
績
を
加
味
し
、

基
金
の
取
り
崩
し
も
見
込
む
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

需
用
費
と
は
、
地
方
公
共
団

体
の
行
政
執
行
に
伴
う
物
品
の

う
ち
、
備
品
、
原
材
料
に
含
ま

れ
な
い
も
の
で
、
そ
の
効
用
が

比
較
的
に
短
期
間
に
費
消
さ
れ

る
性
質
を
有
す
る
物
品
の
取
得

及
び
修
理
に
要
す
る
経
費
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
需
用
費
を
累
計
的
に
分

類
す
る
と
、
消
耗
品
費
、
燃
料

費
、
食
料
費
、
印
刷
製
本
費
、

光
熱
水
費
、
修
繕
費
、
賄
い
材

料
費
、
飼
料
費
、
医
薬
材
料
費

の
９
つ
の
分
類
に
分
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

調
査
事
項

調
査
事
項

３
万
６
７
０
０
円
で
す
。

　

町
民
税
な
ど
が
減
少
と
な
っ

て
い
る
町
の
現
状
に
お
い
て
、

軽
自
動
車
税
は
増
加
し
て
お
り
、

町
税
に
お
け
る
割
合
は
低
い
も

の
の
、
安
定
し
た
財
源
と
言
え

ま
す
。

　

原
案
に
は
、
前
期
計
画
の
検

証
、
町
の
現
状
と
課
題
、
10
年

を
通
じ
た
基
本
方
針
・
目
標
、

今
後
５
年
間
で
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
・
事
業
の
体
系
及
び

内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
後

期
計
画
も
ほ
ぼ
事
業
の
継
続
で
、

時
代
に
合
う
対
応
を
考
え
た
い
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
学
力
の
町

外
へ
の
公
表
を
、
道
徳
教
育
の

あ
り
方
は
、
文
化
財
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
学
校
応
援
団
員
の

充
実
を
、
い
じ
め
等
の
学
校
対

応
は
な
ど
、
活
発
な
質
疑
・
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

⑴
軽
自
動
車
税
の
概
要
及
び

そ
の
特
徴
等
に
つ
い
て

⑴
教
育
振
興
基
本
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

⑵
第
６
期
介
護
保
険
料
の
基

準
額
に
つ
い
て

⑵
需
用
費
の
概
要
及
び
そ
の

特
徴
に
つ
い
て
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介護給付費準備基金残高は２億円
を超えています

常任委員会レポート
軽
自
動
車
税
は
安
定
し
た
財
源

介
護
保
険
料

「
実
績
を
加
味
、
基
金
取
り
崩
し
も
」
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